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長谷川成一

ここに紹介する盛家文書は、現在青森県立郷土館に所蔵されている。同館に移る以前は、

西津軽郡森田村の盛善蔵氏から同文書の所蔵者が購入したという(盛氏は高齢のため現在

は青森県には居住しておられない。転居の際、同資料を移管したとのこと) 0 

盛家文書は、現在同館で整理中であり、特にご厚意によって、近世地方史料を主とした

資料群である、同文書のなかの在地の浄土真宗門徒の動向と、東本願寺との交流を記録し

た資料類を抽出して、掲載し解説することにしたい。

1 .盛家(現青森県西津軽郡木造町)について

盛家の歴史を記す由緒書は、現在、数種残っているが、おおむね寛文年間 (17世紀後半、

1660年ころ)に越前国三国から津軽地方に渡ってきたと記している(14号文書)0 これに

よって、江戸時代、盛家では屋号を三国屋、家印を又山としている。津軽での土着先は、

木造新田組下相野村(現西津軽郡森田村下相野)であり、半世紀をかけて同地を開発し、

上層農民に成長していったと考えられる。

寛政 11年(1799) 10月、同家の当主盛兵之助が、弘前藩の郡所小頭衆へ宛てた由緒書

(12号文書)と申 4月の盛作兵衛覚書(15号文書)では、曾祖父作兵衛以降の由緒を、以

下のように報告している(主な事項を列挙する。また『森田村誌』下巻1 森田村 1984 

年で補足) 0 

曾祖父作兵衛:寛文ころ、三国から津軽に下向。下相野村に居住し、田畑を開発。

元禄7年(1694)、酒造業の許可を得る。

弘前藩から、段々御用向を仰せ付けられる。

享保 17(1732) 8月、死去。

祖父作兵衛: 元文元年 (1736)7月、御雄子を拝領する。

元文3年 (1738) 10月、木造御役所において御詞・御褒美を賜る。

寛延3年(1750)2月、病死

父市左衛門: 寛延3年 11月、家督相続。弘前城の三之丸で御料理を頂戴する。

宝暦4年(1754) 12月、御目見得郷侍(郷土)を拝命する。

宝暦5年 (1755)3月、 50俵にて大庄屋に任命される。

宝暦6年(17S6)6月、さらに 50俵を加増され、 100俵となる。同 11



年まで大庄屋を勤める。

宝暦 11年(1761)11月、御手繰方御用遣に任命される。

明和?年(1770)12丹、年頭御目見得郷土となる。

安永2年(1773)9月、病死。

私兵之助: 安永 3年(1774)9丹、御通懸御昌見、弘前城の三之丸で御料理をど

現戴する。

寛政 11年(1799)、病気を理由に息子市左衛門へ家督相続。市在衛

門の御目見得郷土身分を願い出る。

文化 13年(1816)4丹、病死。

なお本稿では、便宜上、曾祖父作兵衛在盛家初代、祖父作兵衛を盛家2代、父市怠権門

を盛家3代、兵な勃を護家4代、兵之勅の子市左毎円を盛家5代と呼称することにしたい。

前掲『森田村誌J下巻1によれば、 5代市左箭内から後は、 6代が盛亀次郎、 7代が盛作
兵衛とあり、ア代当主の時に明治維新を迎えたようだ。

上記の由緒替に見えるように、 18世紀前半の享保~冗文年間に、上層農民としての基盤

を国めた盛家は、 3代目の市左衛門の代からは大庄屋・伴顕御自見得郷土・御用灘、広須組

手代などの役織で(17号文書)、本格的に弘前藩の藩政に取り込まれて行ったことが判明

する母

〈補注〉なお盛家は、由緒番にも見えるように、大症患のほかに舞土としても村内で

重きをおかれた。従来、郷土身分は富農に与えられた名誉職であ号、実態はほとん

どないものと認識されてきた。しかし、間文書中の文化8年「御用留J3月 15日条

によると、弘前藩の郷士とは、在方の風説・人心把擁・脱税監視・農業管理など、

生活の締部に深く係わってくる役職であり、盤擦な機能を備えていたことが判明す

る。いわば村の支配麗として、また弘前藩の農政、支配の末場機能として盛家は村

蕗内に位置したのであり 村内農民の指導的な立場であった。それとは異なるよう

である。

その後も盛家では有為な人材を輩出し、耕地の集積に加えて、元禄7伴(1694)からは

酒造業合手広く営み(14号文欝)、自家の経営を拡大していった。太平洋戦争前には、戦

前には耕地・山林など 200町捗を越える大地主として、同家の名は西北津軽郡地域に鳴り

響いていたという。

2‘ 《盛家文書の百録》

盛家文書の目録を次に掲げる。

* 1文審の配列は、年代JI慣とした。
* 2 [ ]の漢数字の番号は、青森県立郷土館で付した、整理番号である。

封0.

1 先機2年(1689) 7月713 鯵ヶ沢療行寺切支丹改証文

2 ~事保 13 年(1728) 6月5日 休信・西念・主国や(屋)市右構内番状 〔ニ0九五〕

3 車保 13年 (1728) 6月5日 務所盛藤吉郎兵衛銀子受取覚書 〔ニ七ニ八〕 ② 

4 ~事保 15 年(1730) 西教寺覚書 〔二一五六)



a

i

 

-

d
hFよ
v

sp

.，
 〉

tデ
円

r
f
o出
i

匂

VV
Z
早川
主
E
、E
E
&

5 元文4年(1739) 4月26日 東本願寺坊官志銭受取状 〔二O三九〕

6 宝暦9年 (1759) 閏 7月 鯵ヶ沢願行寺切支丹改証文 〔二00六〕

7 宝暦 10年 (1760) 盛作兵衛宗門・人畜等改覚書 〔二O三八〕

8 明和元年(1764) 8月 盛市左右衛門宗門・人畜等改覚書 〔二00四〕

9 明和5年(1768) 8月 盛市左右衛門宗門・人畜等改覚書 〔二00八〕

10 明和 9年 (1772) 11月2日 某書状控 〔二一一四〕

11 安永4年(1775) 8月 盛兵之助宗門・人畜等改覚書 〔二O-OJ

12 寛政 11年(1799) 10月 盛兵之助書状 〔二一一五〕

13 嘉永 2年(1849) 鯵ヶ沢願行寺寺請証文 〔二一二八〕

14 巳5月 11日 東本願寺御表具会所代銀受領書 〔二一三五〕

15 申4月 盛作兵衛覚書 〔二一五三〕

16 申6月9日 東本願寺御表具会所銀子受領覚書

17 2月 26日 東本願寺坊官御門建立志銭受取状

〔二七二八〕 ④ 

〔二O五一〕

18 4月 盛彦次郎郷土・広須組手代申付書 〔二一三八〕

19 5月 28日 西教寺書状 〔二九九三〕

20 林鐘(刊)5日 東本願寺御絵所会所銀子受領覚書 〔二七二八〕③

21 御絵伝御礼書 〔二O五八〕

22 無碍光院様御礼書上 〔二七二八〕①

23 絵代覚書 〔二七四一〕

3. 盛家と浄土真宗、東本願寺

盛家と鯵ヶ沢願行寺 r 1 盛家についてJにおいても述べたように、盛家は、初代の
作兵衛が寛文年間に越前国三国から津軽地方に来て、しばらくは鯵ヶ沢に居住し(前掲『森

田村誌』下巻 1)、後に下相野村に移転して、開発地主として耕地の拡大に努めた(14号

文書) 0 盛家文書でも最も年代が古いと考えられる元禄2年 (1689) 7月7日の鯵ヶ沢願

行寺切支丹改証文(1号文書)によると、初代の作兵衛は越前国三国の出身であり、宗旨

は浄土真宗と明記して、鯵ヶ沢の願行寺の檀那であると記している。したがって、盛作兵

衛は、津軽に移転してくる以前の三国在住の時から浄土真宗の門徒であった。当時下相野

村に浄土真宗の寺院が存在しなかったか、もしくはおそらく船で三国からやって来て津軽

に上陸した湊が鯵ヶ沢であったことから、願行寺の檀家に入ったとも考えられる口いずれ

にしても、盛家は当初、鯵ヶ沢の願行寺が檀那寺であったことは間違いない。同寺の山号

は本城山。承応元年 (1652) 8月に創建、寺号の願行寺は、本山御免状に見える万治2年

(1659) 10月7日という(W鯵ヶ沢町史』第3巻鯵ヶ沢町 1984年)。
東本願寺への参向 享保 13年6月の休信・西念・三国や(屋)市右衛門書状 (2号文書)

によれば、三国屋市右衛門が木造村の西教寺の僧侶たちと一緒に、東本願寺に参向し、親

驚聖人の絵伝と当代の宗主の画像を拝承してきたようだ。上洛して東本願寺で坊官に面会

して御礼金銀を呈上し、絵伝などを拝領したことが、 「粟津申物帳Jなど坊官側の帳簿に

記録されることになったのである。

書状差し出し者の三国屋市右衛門は、年代からすれば、 2代の作兵衛の時期に該当する。

15号文書によれば、 「盛作兵衛事 市右衛門」と見えるので、 2代の作兵衛は、作兵衛を
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襲名する以前に、市右衛門を名乗った時期があったのである。 10年後の、元文4年の5号

文書では、奥州王国農作兵衛宛になっているので、王国屋市右衛門と三国愚作兵衛は、間

一人物である。当時、市右衛門は 28識前後であり、この後、初代作兵衛の跡を継いで、作

兵衛を称したようだ。

2号文書によれば、事保期に西教寺はすでに木仏、関山・蓮如・太子七高祖の踊像を入

手していたらしい。西教寺は、現在、青森県西津軽郡木造町千代町に所在。鶴遊山と号し、

真宗大谷派。本尊阿弥陀如来。元禄5年(1692) の創立で草創は冷意(r寺社領分隈帳J
盟立史料館議、 「浄土真宗一派縁起J r奥州津軽惣法中草創寺]3IJI様j市立弘前国書館蔵)0 
「新撰控奥田誌Jによれば、元禄2年、越前国待頼寺から来た玄入の草創で、間 14年寺号

を許されたという(~歴史地名大系 青森県の地名J平凡社 1982年) 0 

3， 16、20、22号の一連の文書は、事保 13年、絵伝等の購入に際して要した費用を書き

留めたものである。絵代はもちろんのことながら、東本願寺役人衆への御礼などの費用を

書き上げた覚審類は、おそらく彼らが上洛して東本顕寺に参向したときの史料であろう。

享保何年、西教寺は東本頗寺の集会所役人に寺の規模、抱える門徒数などを含めて申告し、

このような過程を経て、東本願寺から入手した品々の掲示に関する許可を仰いで、いるは

号文審) 0 

ついで、東本願寺御表具会所代銀受領書(14号文書)も、東本願寺の表具会所からの代

金受取審であるが、宛名は「津軽 作兵衛j とみえるので、 2代当主盛作兵衛であろう6

年代は不詳なるも、阿弥陀本尊の絵像を購入していることから、おそらく彼は東本願寺に

直接赴いて、入手した可能性があろう。このように、盛家を通じて、下相野村の西教寺で

は、木仏、親驚聖人絵伝など一連の品々を揃え、門徒に機会を克ては寺内に掲示したもの

と考えられる。

ところで、元文4年(1739) 4月の東本願寺幼官志銭受取状 (5号文書)は、在地から

上洛する、当時の旅行の過程を知る上そ?興味深い史料である。罰文書の包紙裏に f元文昭

己来年三月二日、堂の元ヲ相立、五日ニ鯵ヶ沢ヲ相立、七月朔日ニ帰宅仕候、年三拾八才、 J

と見え、三国作兵衛は、間年3丹2日に村を出立して鯵ヶ況に向かい、関丹 5S、鯵ヶ沢

を出て、 4丹には、東本瀬寺の坊官の餌田大勝と下関治部卿から、間寺への志納銭 476銭

の受領事を下付されている。棒軽に帰ったのは、 7月朔日とあるので、 4か丹の上洛旅行

で、あった邑この作兵衛とは、 2代の当主であろう。旅行に出かける前年、作共構は弘前藷

から木造御役所において御詩・御袈美を拝領してお号、最も油ののりきった時期で、あった。

鯵ヶ沢に作兵衛が立ち寄ったのは、問所願行寺から過所手形を入手するためであったと推

測する器時期はかなり下るが、嘉永2年、 7代当主に該当する盛作兵衛(前掲r森出村誌』
下巻 1)が家来を間道して、本山の東本頼寺に参詣のため、願行寺に過所手形を申請して

申し受けていることが見えるので (13号文審)、おそらく元文4年の時点でも関様に頼行

寺に立ち寄って額所手形の交付を受け、それを携行して上洛に及んだと推察される申

5号文書と並んで、、東本願寺への志納金に関する史料は、 17号文審である。年代は不明

だが、東本願寺の櫛円建立に際して、金子 300疋を献上し、 5号文審と向様に飼田・下関

の両坊官から受領審を得ている。在地の有力者が、東本願寺に志納金・銭を納付して同寺

との紐帯を深めようとしたことが知られる。

また 18世紀末から 19世紀初頭の推定される 19号文書によると、下栂野村の西教寺智観
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は、同村の門徒たちの援助によって上洛、東本願寺で学問と仏道修行に励んでいたようで、

弟の右京も同様に本寺で修行をさせて欲しい旨を同村の門徒たちへ要望している。在地か

ら上洛した彼らは、東本願寺の寺役を勤めることも求められていたらしい。西教寺への援

助に関しては、 4代当主の盛兵之助も代表格で名前が記されており、有力者として門徒の

中でも重きをなした、同家の村内における位置が窺われよう。

切支丹改めと盛家 盛家に関する切支丹改めに関する史料は、元禄2年 (1689) の1号

文書を除くと、宝暦9年(I759) 閏7月の鯵ヶ沢願行寺切支丹改証文(6号文書)から一

連の動向が判明する。鯵ヶ沢の願行寺から弘前藩の切支丹改役人へ提出された証文は、元

禄期のそれと比較して詳しくなっている。 6号文書では、盛家家内の人数と内訳を記して

おり、宝暦 10年から安永4年 (1775) にいたる 7... 8... 9... 11号文書では、差し出し者

が願行寺ではなく盛家の当主であり、内容も家内の人数(下男・下女も含むようになる)

と内訳、家屋敷、牛馬に関する事項にまで及び、単なる宗門改めから人畜改めの性格を持

つようになっている。このことは、近年発見された藩政後期の天明 3年(I785) r切支丹
御改帳J (南津軽郡浪岡町細野雪国家文書)にも、共通に認められる事例である(r浪岡
町史』別巻 I 浪岡町 2002年) 0 

おわりに

盛家文書について、以上述べてきたが、当文書の意義について簡単に触れることにした

い。 17世紀後半、盛家の初代は越前国三国から津軽地方に移動し、木造新田の下相野村に

根を張り、開発に着手したとしづ。当時、弘前藩では津軽平野中央部での家臣による小規

模な開発から、藩によって岩木川下流地帯の大規模な新田開発に移行しつつあった。その

ような、新田開発が盛んに行われていた時期に該当したのである。その点でも当文書は、

開発地主の源流を探る上で有益といえよう。加えて、三国で真宗の門徒で、あった盛家は、

おそらく最初に津軽に上陸した地である鯵ヶ沢の願行寺を檀那寺とすることで、津軽への

土着の意向を固めたのであろう。切支丹改めは、願行寺を通じて行うことが 18世紀中ごろ

まで続いた。いよいよ村内で立場を固めた盛家は、やがて郷土・大庄屋として弘前藩の農

政の末端を担うようになった。

当文書に見える東本願寺との関わりについては、直接盛家の当主が同寺に参詣して親鷲

聖人絵伝などを入手したり、下相野村の西教寺の有力後援者として様々な援助活動をした

ことが当文書を通じて知られる。そればかりではなく 直接、東本願寺に志納金・銭を納

付することで、門徒として同寺との紐帯を深めたようだ。

このように、在地の門徒並びに末寺が近世にあって東本願寺との繋がりをどのようにし

て維持しようとしたのか、東本願寺側の史料のみでは実態が把握することは困難で、あった。

例えば東本願寺側では、坊官の帳簿である「粟津申物帳」などに見られるように、在地か

ら同寺に参詣し志納金を納付して、絵伝や木仏などを下付されたことが日々記され、それ

に基づいた研究の成果も蓄積されてきた。

しかし、今回紹介した当文書によって、奥羽地方における在村の門徒や末寺と東本願寺

との関係や動向について明確になった点が少なからずあるように思われるのである。した

がって、東本願寺と在地の双方向から、今後、史料の発掘と比較検討がなされると、近世

東本願寺教団の実像を立体的に解明することが可能なのではないかと推察される。
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盛 家 文 書 ( 青 森 県 立 郷 土 館 蔵 ) に お け る 在 地 の 浄 土 真 宗 門 徒 の 動 向 と 、 東 本 願 寺

と の 交 流 を A 記 録 し た 史 料

《 盛 家 文 書 の 自 録 》

* 1 文 書 の 配 列 は 、 年 代 順 と し 、 各 番 号 を 付 し た 。

* 2 〔 〕 の 番 号 は 、 青 森 県 立 郷 土 館 で 付 し た 、 整 理 番 号 で あ る
G

資 料 番 号
元 禄 二 年 ( 一 大 八 九 〉 七 月 七 日 鯵 ヶ 訳 願 行 寺 切 支 丹 改 証 文 〔 ニ O 五 四 〕

事 保 十 一 一 一 年 〈 一 七 二 八 〉 六 月 五 日 休 信 ・ 西 念 ・ 三 国 や 〈 嵐 ) 市 右 衛 門 書 状 一 O 九 五 )

事 保 十 一 一 一 年 〈 一 七 二 八 〉 六 月 五 日 務 所 盛 藤 吉 郎 兵 衛 銀 子 受 敢 覚 書 〔 一 一 七 二 八 〕 ①

享 保 十 五 年 ( 一 七 三 O ) 西 教 寺 覚 書 〔 一 二 五 六 )

一 冗 文 田 年 ( 一 七 三 九 ) 四 月 二 十 六 日 東 本 願 寺 坊 官 志 銭 受 取 状 〔 一 一 O 一 一 一 九

宝 暦 九 年 ( 一 七 五 九 ) 間 七 月 鯵 ヶ 沢 願 行 寺 切 支 丹 改 証 文 〔 ニ O O 六 〕

宝 麿 十 年 ( 一 七 六 O ) 盛 作 兵 橋 宗 門 ・ 入 高 等 改 覚 書 〔 一 一 O 一 一 一 八 〕

明 和 元 年 〈 一 七 六 四 〉 八 月 盛 市 左 右 衛 門 宗 門 ・ 人 高 等 改 覚 書 〔 二 O O 四 〕

明 和 五 年 ( 一 七 六 八 〉 八 月 盛 市 左 右 衛 門 宗 門 ・ 人 畜 等 改 覚 書 つ 一 O O 八 〕

明 和 九 年 〈 一 七 七 一 一 ) 十 一 月 二 日 某 書 状 控 つ 一 一 一 四 〕

安 永 田 年 〈 一 七 七 五 〉 八 月 盛 兵 之 助 宗 門 ・ 人 審 等 故 覚 書 〔 ニ O 一 O 〕

寛 政 十 一 年 ( 一 七 九 九 ) 十 月 盛 兵 之 助 害 状 〔 二 一 一 五 一

嘉 永 二 年 ( 一 八 四 九 〉 鯵 ケ 沢 願 行 冷 寺 詣 証 文 〔 一 二 ニ 八 〕

巴 五 月 十 一 日 東 本 願 寺 御 表 具 会 所 代 銀 受 領 書 〔 二 二 一 一 五 〕

申 四 月 盛 作 兵 衛 覚 書 っ こ 五 三 〕

申 六 月 九 日 東 本 願 寺 梯 表 自 門 会 所 銀 子 受 領 究 書 〔 一 一 七 二 人 〕 @

一 一 月 二 十 六 日 東 本 願 寺 坊 宮 御 門 趨 立 志 銭 受 取 状 〔 ニ O 五 二

四 月 盛 彦 次 郎 郷 士 ・ 広 須 組 手 代 申 付 寄 っ 二 一 一 一 八 )

五 月 二 十 八 日 西 教 寺 書 状 〔 一 一 九 九 一 一 一 〕

林 鎌 五 日 東 本 願 寺 御 絵 所 会 所 銀 子 受 領 覚 書

御 絵 伝 御 礼 審 〔 二 O 五 八 〕

無 碍 光 院 様 御 礼 番 上 〔 二 七 二 八 ) ①

絵 代 覚 書 〔 一 一 七 四

1
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〔 一 一 七 二 入 ) ③

22
 
21
 

23
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元 禄 二 年 ( 六 八 九 ) 七 月 七 日 鯵 ヶ 沢 願 行 寺 切 支 丹 改 証 文 〔 二 O 五 四 )

越 前 一 一 一 国 之 作 兵 衛 壱 入 、 宗 皆 従 前 代 浄 土 真 宗 ニ 而 当 寺 旦 那 一 一 紛 無 御 鹿 候 、 若 脇 よ り 切 支 丹 之 由

訴 人 於 有 之 ニ 者 、 拙 僧 罷 出 急 度 市 訳 可 仕 候 、 為 後 日 之 如 件 、

元 緑 弐 年 巴 七 月 七 日 鯵 ヶ 沢 願 行 寺 ( 印 )

1
 



，、
崎両
'‘
' .-

F
哩
蛇
嶋
中
併
も
常
時
聖
知
事
時

.~

切 支 旦 御 奉 行 所

享 保 十 三 年 ( 一 七 二 八 ) 六 月 五 日

乍 恐 以 書 付 ヲ 申 上 候 、

今 度 御 ゑ て ん 様 御 免 被 為 遊 候 ニ 付 、 御 代 様 奉 願 候 、 然 ハ 右 西 教 寺 義 、 寺 々 之 木 仏 ・ 御 開 山 ・ れ

ん 知 様 ・ 大 子 七 高 祖 、 此 度 之 御 ゑ て ん ・ 御 代 様 共 ニ 御 当 門 様 御 一 代 之 内 ニ 御 免 被 為 遊 相 調 、 何

れ も 同 行 中 奉 悦 候 、 就 夫 惣 同 行 年 罷 寄 、 男 女 手 足 不 叶 者 共 奉 願 候 ハ 御 当 門 様 御 尊 慮 奉 願 被 申 候 、

願 ハ 御 免 被 為 遊 御 下 り 被 為 成 候 ハ 、 直 々 ニ 御 面 て い 奉 ル 拝 シ 思 ひ に 可 奉 存 候 問 、 立 テ 奉 願 く れ

候 様 ニ 何 れ と ( 願 ) 罷 申 候 問 、 御 恐 多 奉 存 候 得 共 、 右 之 通 り 奉 願 候 、 以 上 、

享 保 十 三 年 申 六 月 五 日 休 信

御 免 被 仰 付 候 、

2
 

休 信 ・ 西 念 ・ コ 一 国 や 市 右 衛 門 書 状 〔二 O 九 五 〕

3
 

享 保 十 三 年 ( 一 七 二 八 ) 六 月 五 日 〔 二 七 二 八 〕東 本 願 寺 務 所 盛 藤 吉 郎 兵 衛 銀 子 受 取 覚 書

②
 

覚

一 、 元 碍 光 院 様 御 礼

銀 弐 百 六 拾 九 匁 五 分

務 料 四 匁 五 厘

此 合 弐 百 七 拾 三 匁 五 分 五 厘 也 、

外 ニ 掛 入 六 分 有 之 、

右 請 取 候 、 巳 上 、

享 保 十 三 年

申 六 月 五 日

奥 州 津 軽 木 作 村
西 教 寺 殿

務 所 盛 藤 吉 郎 兵 衛 ( 印 )

4
 

西 教 寺 覚 書 〔 一 二 五 六 〕享 保 十 五 年 ( 一 七 三 O )

( 端 裏 ) 「 享 保 年 中

西 教 寺 本 号 井 御 開 山 様 御 代 様 願 書 入 」

山 寛

一 、 木 仏 寺 号 、 御 当 代 様 御 免

一 、 御 開 山 様 、 同 断

一 、 信 詮 院 様 、 同 断

一 、 太 子 七 高 祖 様 、 同 断

一 、 元 碍 光 院 様 、 同 断



一 、 屋 鋪 、 拾 五 間 ニ 弐 拾 間

一 、 堂 、 六 間 ニ 七 間

一 、 門 徒 数 、 七 拾 軒

右 之 通 相 違 無 御 座 候 、 前 卓 四 本 柱 奉 願 上 候 、 以 御 慈 悲 被 為 遊 御 免 候 様 ニ 此 旨 宜 被 仰 上 可 被 下 候 、

以 上 、

専 徳 寺 下

奥 州 津 軽 郡 木 作 村

享 保 拾 五 庚 戊 年

御 集 会 所 御 役 人 衆 中 様

西 教 寺 智 誓 ( 印 )

元 文 四 年 ( 一 七 三 九 ) 四 月 二 十 六 日

( 包 紙 表 )

「 御 印 、 奥 州 鯵 ヶ 沢 願 行 寺 、 門 徒 木 作 村 、 三 国 屋 作 兵 衛 、 」

( 包 紙 裏 )

「 元 文 四 己 未 年 三 月 二 日 、 堂 の 元 ヲ 相 立 、 五 日 ニ 鯵 ケ 沢 ヲ 相 立 、 七 月 朔 日 ニ 帰 宅 仕 候 、 年 三 拾

八 才 、 」

5
 

東 本 願 寺 坊 官 銭 受 取 状 〔二 O 一 二 九 〕

士 山

( 印 ) 四 百 七 拾 六 銭

右 令 披 露 候 処 、 奇 特 思 召 、 即 御 印 被 成 下 候 也 、

四 月 廿 六 日 飼 回 大 膳

下 問 治 部 卿

奥 州
三 国 屋 作 兵 衛

宝 暦 九 年 ( 一 七 五 九 ) 閏 七 月 鯵 ヶ 沢 願 行 寺 切 支 丹 改 証 文 〔 二 O O 六 〕

盛 市 左 衛 門 家 内 男 四 人 女 三 人 都 合 七 人 、 代 々 よ り 浄 土 真 宗 ニ 而 当 寺 旦 那 ニ 紛 無 御 座 候 、 若 巳 来

御 法 度 之 切 死 丹 之 由 、 脇 よ り 訴 人 於 有 之 者 、 拙 僧 罷 出 急 度 申 訳 可 仕 候 、 為 其 寺 請 状 如 件 、

宝 暦 九 己 卯 年 壬 七 月 願 行 寺 ( 黒 印 )

切 支 丹 御 改 役 人 衆

「 明 和 元 甲 申 年 八 月 」

6
 

( 貼 紙 )

7
 

宝 暦 十 年 ( 一 七 六 O ) 盛 作 兵 衛 宗 門 ・ 人 畜 等 改 覚 書 〔 二 O 三 八 〕

覚

私 家 内 、 上 男 弐 人 、 下 男 弐 人 、 都 合 七 人 不 残 宗 旨 浄 土 真 宗 、

上 女 弐 人 、 下 女 壱 人

一 、 家 屋 鋪 壱 軒 、 木 作 新 田 下 相 野 村 、 所 持 仕 候 、
- 1 N A F 品 l l



蝿

一 、 牛 馬 、 所 持 不 仕 候 、

右 之 通 相 違 無 御 座 候 、 以 上 、

宝 暦 十 庚 辰 年

赤 石 藤 馬 殿

栗 原 十 兵 衛 殿

盛 作 兵 衛 ( 印 ) ( 花 押 )

8
 

明 和 元 年 ( 一 七 六 四 ) 八 月 盛 市 左 衛 門 宗 門 ・ 人 畜 等 改 覚 書 〔二 O O 四 〕

( 端 裏 ) 「 下 書 」

覚

私 家 内 、 上 男 弐 人 、 下 男 弐 人 、 都 合 七 人 不 残 浄 土 真 宗 、

上 女 弐 人 、 下 女 壱 人 、

一 、 家 屋 敷 、 木 作 新 田 下 相 野 村 、 所 持 不 仕 候 、

一 、 牛 馬 、 所 持 不 仕 候 、

右 之 通 相 違 無 御 座 候 、 以 上 、

明 和 元 甲 申 年 八 月

永 田 九 兵 衛 殿

和 嶋 安 左 衛 門 殿

小 笠 原 正 右 衛 門 殿

盛 市 左 衛 門 ( 印 )

( 貼 紙 )

「 家 屋 敷 、 所 持 不 仕 候 、

尤 右 家 屋 敷 ハ 百 姓 之 方 へ 相 廻 シ 書 入 候 様 、 」

9
 

明 和 五 年 ( 一 七 六 八 ) 八 月 盛 市 左 右 衛 門 宗 門 ・ 人 畜 等 改 覚 書 〔 二 O O 八 〕

「 子 年 差 上 候 此 下 文 書 、 丑 年 も 用 候 下 書 也 、 寅 年 も 覚 御 用 、 卯 ノ 年 も 用 之 、 辰 ノ と し

用 、 」

( 端 裏 )

も

山 ( 見

私 家 内 、 上 男 弐 人 、 下 男 弐 人 、 都 合 七 人 不 残 宗 旨

上 女 弐 人 、 下 女 壱 人 、

浄 土 真 旨 、

一 、 家 屋 鋪 、 所 持 不 仕 候 、

一 、 牛 馬 、 所 持 不 仕 候 、

右 之 通 相 違 無 御 座 候 、 以 上 、

明 和 五 戊 子 年 八 月

永 田 九 兵 衛 殿

鳴 海 此 右 衛 門 殿

蝦 名 弥 門 殿

盛 市 左 衛 門 ( 印 )



秋 元 木 工 石 禽 門 殿

毛 内 藤 在 構 内 殿 、 丑 年 除 ク 、

有 馬 千 右 衛 門 殿 、 野 呂 助 左 衛 門 殿 、

山 川 明 和 九 年 ( 一 七 七 二 ) 十 一 月 二 5 某 書 状 控 〔 二 四 )

乍 恐 以 書 付 泰 串 上 侯 、 私 祖 父 治 郎 兵 衛 犠 、 段 々 御 用 向 被 仰 付 候 、 御 年 始 御 目 見 、 其 上 述 方 帯 刀

御 免 被 伸 付 罷 省 侯 処 、 宝 勝 一 見 未 年 六 月 ニ 日 窮 死 仕 候 ニ 付 、 親 治 郎 兵 荷 江 家 名 相 続 御 年 始 御 目 見 被

仰 付 、 間 五 年 一 一 一 月 表 子 五 拾 表 被 下 置 、 赤 田 ・ 広 田 弐 組 大 庄 屋 被 仰 付 、 間 六 子 年 七 丹 五 拾 表 御 加

増 被 下 龍 、 都 合 百 俄 被 成 下 筒 、 間 十 一 日 年 迄 七 ヶ 年 相 動 能 有 候 処 、 同 年 十 月 大 庄 屋 不 残 引 取 被

仰 付 、 熱 共 親 治 郎 兵 衛 義 前 々 之 通 御 年 始 調 臣 晃 被 仰 付 能 有 候 処 、 同 十 一 足 毎 手 繰 方 手 話 御 用 達 江

申 合 相 勤 侯 様 被 抑 付 諸 郷 役 御 免 被 抑 付 、 尤 祖 父 井 親 治 郎 兵 衛 巡 御 時 服 弁 御 紋 形 御 上 下 共 頂 戴 仕 、

段 々 結 機 構 被 抑 付 被 下 置 候 処 、 明 和 三 戎 年 正 月 廿 入 日 大 変 一 一 間 親 治 郎 兵 葎 難 死 仕 供 、 治 郎 兵 衛 伴

七 治 郎 義 、 其 節 六 歳 罷 成 候 ニ 付 、 私 義 治 郎 兵 衛 弟 ニ 御 座 候 問 、 七 治 部 穎 之 上 一 一 冊 家 名 相 続 御 用

向 井 御 年 始 輝 男 見 共 ニ 被 仰 付 其 上 段 々 御 取 ム 説 得 手 当 迄 被 仰 付 被 下 置 冥 加 至 極 難 有 仕 合 奉 存 候 、

然 成 怠 畿 去 七 月 よ り 血 療 相 燥 、 以 御 成 光 生 々 義 生 仕 候 得 共 、 大 病 ニ 一 罷 或 串 侯 、 存 生 之 内 為 差 御

用 一 一 茂 相 立 不 申 候 得 共 、 段 々 結 構 調 手 当 被 仰 付 被 下 蹴 其 加 至 極 可 串 上 様 も 鉱 山 御 座 難 有 仕 合 奉 存

候 、 最 早 存 命 不 定 之 林 組 成 申 候 、 候 之 恐 多 申 上 様 帯 存 候 得 共 、 右 七 治 郎 義 当 年 十 二 歳 罷 成 幼 年

者 一 一 得 産 候 得 共 、 以 御 憐 慰 家 名 相 続 是 迄 之 通 御 目 見 帯 刀 被 仰 付 、 縄 用 向 共 被 仰 付 被 下 離 度 奉 顕

候 、 右 之 趣 何 分 ニ も 宜 御 沙 汰 奉 停 侯 、 以 上 、

明 和 九 壬 辰 年 十 一 月 二 言 何 之 誰 書 判

御 代 官 様 御 名 前

右 之 通 一 一 冊 尤 御 時 節 柄 一 一 御 鹿 侯 間 、 前 度 よ り 紙 を 略 シ か 〉 半 紙 ニ て 相 認 差 上 申 候 、 随 分 念 を 入 、

略 事 等 も 無 之 様 と 最 小 知 、 先 御 盤 之 後 得 火 中 可 被 成 下 供 、 以 上 、

市 左 衛 問 機 半 兵 衛

上 包 半 紙 ニ テ 、 末 期 願 書 書 付 と 上 書 仕 候 、

什 安 永 四 年 ( 一 七 七 五 ) 入 月 盛 兵 之 助 宗 門 ・ 人 畜 等 改 覚 書

〈 端 裏 〉 「 安 永 八 日 亥 年 八 足 ひ か へ 一 一 用 ル 、 」

党

私 家 内 、 上 男 武 人 、 下 男 弐 入 、 都 合 七 人 不 残 宗 旨 浄 土 真 宗 、

上 女 武 人 、 下 女 壱 入 、

、 家 麗 鋪 、 所 持 不 仕 候 、

一 、 牛 馬 、 所 持 不 仕 候 、

右 之 通 相 違 無 御 座 候 、 以 上 、

安 永 四 乙 未 年 八 月
審 判 な し 〈 花 押 〉

(一一 O O
 

感 兵 之 助 ( 印 )
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菊 地 寛 司 殿

( 黒 印 )

日 寛 政 十 一 年 ( 一 七 九 九 ) 十 月 盛 兵 之 助 書 状

乍 恐 以 書 付 奉 申 上 候 、 私 曾 祖 父 作 兵 衛 儀 段 々 御 用 向 被 仰 付 難 有 仕 合 奉 存 候 、 其 後 祖 父 作 兵 衛 儀

元 文 元 辰 年 七 月 五 日 御 維 子 頂 戴 仕 、 御 座 鋪 拝 見 被 仰 付 候 、 同 三 午 年 十 月 十 四 日 木 造 於 御 役 所 御

詞 御 褒 美 被 仰 付 、 其 後 寛 保 三 亥 年 正 月 廿 八 日 於 御 城 御 料 理 井 御 時 服 頂 戴 、 御 座 敷 拝 見 被 仰 付 候 、

延 享 二 丑 年 間 十 二 月 七 日 御 目 録 郡 内 嶋 二 反 頂 戴 、 同 四 卯 年 五 月 四 日 御 目 録 郡 内 ( 嶋 脱 ) 二 反 頂

戴 仕 、 段 々 結 構 ニ 被 仰 付 被 下 置 候 処 、 寛 延 三 午 年 二 月 十 二 日 病 死 仕 候 ニ 付 親 市 左 衛 門 江 家 名 相 続

被 仰 付 、 同 年 十 一 月 晦 日 三 之 於 御 丸 御 料 理 頂 戴 仕 、 宝 暦 元 未 年 十 二 月 十 七 日 御 目 録 頂 戴 被 仰 付 、

同 四 成 年 十 二 月 廿 四 日 郷 侍 井 御 通 懸 、 御 目 見 被 仰 付 、 同 五 亥 年 三 月 俵 子 五 拾 俵 被 下 置 、 広 須 組

木 造 新 田 大 庄 屋 被 仰 付 、 同 六 子 年 六 月 十 二 日 、 御 上 下 頂 戴 被 仰 付 、 同 七 月 五 拾 俵 御 加 増 被 下 置

都 合 百 俵 被 成 下 置 、 同 十 一 巳 年 ま て 七 ヶ 年 相 勤 罷 有 候 所 、 同 年 十 一 月 十 一 日 御 手 繰 方 手 伝 御 用

達 江 申 合 相 勤 候 様 被 仰 付 、 諸 郷 役 御 免 被 仰 付 候 、 尤 親 儀 郷 侍 ニ 付 前 々 之 通 帯 刀 仕 罷 有 候 、 同 年 御

巡 見 御 伝 馬 御 用 被 仰 付 、 十 二 月 廿 九 日 御 目 録 頂 戴 仕 、 同 十 二 午 年 八 月 九 日 御 能 拝 見 被 仰 付 、 明

和 五 子 年 五 月 廿 八 日 三 之 於 御 丸 御 料 理 頂 戴 仕 、 翌 丑 年 十 一 月 廿 三 日 御 料 理 頂 戴 仕 、 同 七 寅 年 十

二 月 廿 八 日 御 年 始 御 目 見 被 仰 付 、 安 永 二 巳 年 三 月 九 日 御 目 録 頂 戴 被 仰 付 候 、 然 所 同 年 九 月 十 一

日 病 死 仕 候 ニ 付 私 江 家 名 相 続 郷 侍 、 御 通 懸 御 目 見 被 仰 付 候 、 安 永 三 午 年 九 月 三 日 、 三 之 於 御 丸 御

料 理 頂 戴 被 仰 付 候 、 同 五 申 年 三 月 、 御 目 録 頂 戴 被 仰 付 候 、 同 八 亥 年 五 月 晦 日 御 目 録 頂 戴 被 仰 付

候 、 先 祖 よ り 段 々 御 用 向 相 勤 結 構 被 仰 付 冥 加 至 極 難 有 仕 合 ニ 奉 存 候 、 然 所 私 儀 近 年 多 病 ニ 罷 成 、

色 々 薬 用 仕 候 得 共 、 快 気 不 仕 ( 別 而 ) 昨 今 年 相 重 り ( 歩 脱 ) 行 不 自 由 ニ 而 御 用 向 相 勤 可 申 林 無

御 座 候 、 随 而 伴 市 左 衛 門 儀 今 年 拾 九 歳 ニ 相 成 申 候 ニ 付 、 家 名 相 譲 申 度 奉 存 候 、 依 之 御 恐 多 申 上

様 奉 存 候 得 共 、 私 儀 隠 居 被 仰 付 被 下 置 、 停 市 左 衛 門 儀 以 御 憐 感 、 御 通 懸 、 御 目 見 郷 侍 被 仰 付 被

下 置 度 奉 願 候 、 以 御 憐 懸 家 名 相 続 仕 度 奉 存 候 問 、 乍 恐 右 之 趣 何 分 宜 御 沙 汰 被 成 下 置 度 奉 仰 候 、

以 上 、

〔 二 一 一 五 〕

寛 政 十 一 己 未 年 十 月

御 郡 所 、 小 頭 衆 中 様

盛 兵 之 助 ( 印 ) ( 花 押 )
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嘉 永 二 年 ( 一 八 四 九 )

寺 請 証 文 之 事

一 、 津 軽 木 造 組 相 野 村 盛 作 兵 衛 壱 人 井 家 来 壱 人 、 都 合 弐 人 、 此 者 代 々 浄 土 真 宗 ニ 而 当 寺 檀 ニ 紛

無 之 候 、 此 度 御 本 山 江 為 参 詣 罷 登 申 候 、 諸 国 御 関 所 口 御 改 無 相 違 御 通 可 被 下 候 、 若 於 途 中 ニ 病 死

等 有 之 候 ハ ヘ 其 所 之 以 御 沙 汰 ヲ 同 宗 門 寺 江 御 取 置 可 被 下 候 、 後 日 為 念 依 而 知 件 、

嘉 永 二 己 画 年 六 僚 御 殿 御 内
鯵 ヶ 沢 願 行 寺 寺 請 証 文 〔 一 二 二 八 〕

津 軽 鯵 ヶ 沢
願 行 寺 ( 印 )



諸 国
縄 関 所 信 々
御 役 人 衆 中

1
4
 

日 五 月 十 一 日

覚

、 弐 百 定 、 御 本 尊 … 棚

惣 金 欄 、 金 論 上 下
御 箱 共

代 務 拾 四 匁 七 歩 、 御 礼 拾 匁 上 ル

右 之 銀 髄 ニ 請 取 申 候 、 以 上 、

日

五 月 十 一 日

津 軽
作 兵 衛 殿

東 本 願 寺 御 表 具 会 所 代 銀 受 領 書 〔 一 二 三 五 〕

御 表 具

会 所 ( 印 〉
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盛 作 兵 籍 覚 書 ，-町
、 一 - L叩J申 西 月

覚

乍 恐 以 口 上 番 奉 申 上 候 、 私 先 祖 作 兵 衛 官 見 文 之 頃 婚 前 一 一 一 国 よ り 罷 下 、 準 村 江 田 娼 開 発 之 上 住 居 仕 、

其 後 … 川 被 七 成 年 造 、 語 家 業 瑛 戴 被 仰 付 、 是 に て 家 内 相 続 仕 、 梅 宮 思 之 程 冥 加 一 金 極 難 有 仕 合 奉 存 候 、

熊 一 … 当 七 月 、 高 岡 様 御 大 祭 被 為 有 候 由 に 付 、 右 御 代 酒 糟 宿 本 瑛 戴 被 仕 、 年 今 太 切 エ 一 所 持 仕 罷 有

供 、 随 市 御 神 酒 献 備 仕 度 心 懸 昨 冬 寒 浩 之 節 、 右 頂 戴 之 帯 江 精 々 清 浄 之 上 、 造 酒 仕 込 置 申 接 、 依

之 奉 願 上 候 義 、 奉 恐 入 候 得 共 、 御 持 酒 三 兵 入 拾 五 樽 為 冥 加 奉 差 上 皮 構 存 候 関 、 不 苦 御 儀 … 一 御 塵

侯 ハ ¥ 格 段 御 憐 惑 を 以 顕 之 鴻 御 開 届 被 停 付 被 下 躍 度 奉 顕 上 候 、 以 上 、

申 ノ 四 月 下 相 野 村

盛 作 兵 衛 事

市 本 議 門

御 済 一 一

木 造 新 田 下 相 野 村 造 、 語 家 業 市 右 衛 門 と 申 者 、 先 祖 元 禄 年 中 箸 者 本 瑛 戴 所 持 罷 存 候 関 当 七 丹 高 岡

御 大 祭 之 鑑 為 冥 加 御 神 酒 献 鵠 致 変 頂 戴 之 織 江 清 浄 之 上 、 寒 浩 仕 込 置 侯 興 、 一 一 一 具 入 ニ 而 拾 五 樽 差 上

皮 皆 申 出 候 得 共 、 先 例 無 之 に 付 、 一 一 不 及 旨 被 抑 付 候 、 比 旨 可 申 付 候 、 以 上 、

四 月 廿 八 時

口 上 之 覚

乍 感 以 日 上 書 奉 申 上 侠 、 当 秋 御 神 社 様 御 大 祭 之 節 為 冥 加 御 神 酒 奉 献 致 之 趣 、 先 頃 奉 願 上 候 処 、

御 先 例 無 御 康 御 義 部 右 に 不 及 趣 被 停 付 奉 畏 候 、 然 又 々 奉 頴 上 供 義 盛 々 恐 入 至 極 恭 存 候 得 共 、
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先 頃 委 細 奉 申 上 候 通 、 私 家 業 之 義 ハ 右 御 代 御 印 札 井 酒 第 迄 頂 戴 被 仰 付 候 市 数 代 御 国 思 ニ 而 家 内

養 育 仕 、 冥 加 至 極 難 有 仕 合 奉 存 候 、 随 市 為 冥 加 先 々 御 大 祭 之 節 奉 献 候 哉 何 も 留 記 無 御 座 、 尤 箸

頂 戴 之 義 ハ 先 々 よ り 書 伝 ハ 御 座 候 得 共 、 間 七 拾 年 来 之 義 に 付 有 無 難 相 分 候 処 よ り 是 迄 不 奉 献 罷

有 候 様 ニ も 奉 存 候 、 然 ニ 昨 年 夏 、 答 之 内 手 入 之 処 別 而 痛 も 相 見 得 不 申 候 得 共 、 外 江 き ね 之 板 打 付

罷 有 候 問 、 取 放 見 候 処 、 元 禄 七 戊 年 頂 戴 之 後 記 し 置 候 ニ 付 、 持 伝 之 義 初 而 覚 候 問 、 別 段 手 入 仕 、

太 切 ニ 取 置 申 候 、 必 売 御 代 家 業 井 箸 迄 頂 戴 被 仰 付 相 営 罷 有 候 之 処 よ り 、 近 来 ニ 成 御 用 之 端 を も

相 勤 候 様 ニ 相 成 、 永 続 仕 候 義 冥 加 至 極 難 有 仕 合 奉 存 候 、 随 而 当 秋 御 大 祭 御 座 候 趣 奉 承 知 候 問 、

為 冥 加 御 神 酒 奉 献 致 心 懸 、 右 箸 江 念 入 清 浄 ニ 造 込 置 奉 願 上 候 義 ニ 御 座 候 問 、 再 応 奉 願 上 候 義 、 恐

多 奉 存 候 得 共 、 前 書 被 為 思 召 分 格 段 之 御 沙 汰 を 以 、 御 先 例 ニ 不 被 為 拘 、 先 頃 奉 願 上 候 通 御 献 備

被 仰 付 被 下 置 度 奉 願 上 候 、 右 之 趣 宜 御 沙 汰 奉 仰 候 、 巳 上 、

五 月 盛 作 兵 衛 事

市 右 衛 門
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東 本 願 寺 御 表 具 会 所 銀 子 受 領 覚 書 〔 二 七 二 八 〕 ④
 

申 六 月 九 日

覚

一 、 元 碍 光 院 様

御 表 具 料

〆 九 拾 九 匁 四 分

右 之 銀 子 令 落 手 畢 、

申 御 表 具 所

六 月 九 日 会 所 ( 印 )

西 教 寺 殿

け 二 月 二 十 六 日

( 包 紙 ) 「 御 印

〔二 O 五 二東 本 願 寺 坊 官 御 門 建 立 金 子 受 取 状

奥 州 三 国 や 作 兵 衛 」

( 印 )

今 度 御 門 御 建 立 付 、 為 志 金 子 三 百 疋 被 差 上 、 令 披 露 候 処 、 奇 特 思 召 即 御 印 被 成 下 候 也 、

一 一 月 廿 六 日 飼 回 大 膳 ( 印 )

下 問 治 部 卿 ( 印 )

奥 州 鯵 ヶ 沢

願 行 寺 門 徒

木 作 村 、 三 国 屋 作 兵 衛

1
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盛 彦 次 郎 郷 土 ・ 広 須 組 手 代 申 付 書 〔 一 二 三 八 〕四 月

l l N h F 匂 ー ー



議

木 作 新 田 下 棺 野 村 盛 作 兵 衛 跡 江 惇 彦 次 郎 犠 並 代 々 郷 土 被 仰 門 広 須 組 手 代 是 迄 之 通 相 勤 候 様 被 仰

付 之 、
四 丹

九 五 月 二 十 八 日

( 旬 紙 〉

「 津 軽 木 造
松 木 七 右 衛 門 犠

西 教 寺 書 状 つ 一 九 九 三 〕

高 教 L 帯

在

要 用

) 京 光 丹 寺 発

尚 々 高 井 態 十 左 衛 門 殿 六 月 期 良 一 一 上 京 被 致 、 同 時 頃 御 下 り ニ 付 、 書 状

一 説 草 速 御 と 〉 け 可 被 下 候 、

弘 前 円 明 寺 様 御 下 り ニ 付 、 先 遣 問 之 乍 御 返 事 一 筆 啓 上 仕 侯 、 二 月 出 御 年 賀 之 御 状 、 四 丹 中 旬 ニ

相 違 恭 致 拝 候 、 向 暑 之 錦 、 其 御 地 各 様 御 肢 御 清 憶 ニ 御 凌 被 成 奉 遠 賀 候 、 拙 犠 無 別 条 、 於 京 師 向

角 見 習 能 在 検 問 、 乍 樺 得 心 安 思 召 可 被 下 候 、

一 、 拙 儀 罷 下 り 候 様 被 仰 開 悉 奉 存 候 、 尤 路 銀 之 分 ハ 、 当 御 住 持 よ り 措 用 数 候 様 ニ 仰 被 下 、 御 尤

ニ 存 候 得 共 、 当 御 住 持 も 前 度 と ハ ち か へ 火 難 後 者 当 寺 も ふ し ゅ … … 候 存 ハ 、 中 々 … 借 用 成 兼 侯 問 、

只 今 罷 下 り 候 事 ハ 相 成 不 申 、 拙 も 只 今 罷 下 り 候 ヘ ハ 、 上 京 致 た る 規 損 も 無 之 、 甚 残 念 … 一 存 候 ヘ

ハ 、 荷 分 五 六 年 も 御 住 持 之 御 世 話 一 一 罷 成 、 学 文 致 度 心 掛 … 一 御 盛 候 、 ， 拙 も 出 家 と 生 レ 、 愚 僧 一 一 成

按 て ハ 仏 複 へ 対 し 不 冥 加 之 室 、 猶 又 数 多 之 御 門 徒 衆 之 導 部 役 も 相 成 不 申 候 問 、 荷 分 五 六 年 も 御

住 持 之 手 ニ 付 、 学 文 見 習 不 申 挟 て ハ 、 指 も 坊 主 一 一 成 候 所 、 詮 も 無 之 侯 得 ハ 、 何 卒 学 文 致 候 、 御

門 徒 衆 之 進 引 ニ も 成 不 中 候 て ハ 、 仏 祖 へ 対 し 甚 不 冥 加 之 犠 … … 候 得 ハ 、 乍 不 及 も 五 六 年 も 御 住 持

之 手 付 学 文 致 度 候 問 、 只 今 罷 下 号 棋 へ ハ 、 左 ニ 宝 之 山 一 一 入 て 手 を む け 致 し て か い ら ん と や 甚 残

念 一 一 存 候 、 尤 只 今 罷 下 り 候 て 位 脅 よ り 見 習 候 力 も 無 之 候 へ ハ 、 上 京 致 た る ハ 幸 い 当 御 住 持 之 手

… 一 付 学 文 致 候 ヘ ハ 、 箸 を 以 物 を 含 め る か 如 一 一 教 被 下 候 問 、 何 卒 五 六 年 も 京 師 ニ 選 儲 数 度 心 掛 ニ

御 控 侯 問 、 拙 寺 留 守 中 者 各 様 方 乍 御 苦 労 、 此 段 偏 奉 肴 換 、

一 、 去 春 御 相 談 申 置 侯 御 堂 葺 替 之 儀 、 今 一 一 出 来 不 致 、 猶 又 寺 中 島 周 之 つ 子 き 方 も 相 成 兼 候 由 是

亦 各 様 方 別 部 御 苦 労 被 成 下 、 千 万 難 有 奉 存 候 、 尤 御 堂 葺 替 之 儀 も 拙 罷 下 り 候 面 、 御 世 話 数 候 筈

ニ 御 鹿 候 得 共 、 右 申 遣 し 棋 連 之 事 ニ 御 鹿 候 ヘ ハ 、 此 上 宜 御 心 撚 奉 顕 侯 、

一 、 二 月 上 旬 一 一 年 始 之 書 法 致 麗 上 接 、 相 達 侯 龍 、 其 節 申 上 ケ 候 弟 、 右 京 御 登 セ 候 様 … 一 申 上 候 関 、

何 卒 々 々 御 住 持 之 達 者 之 内 一 一 御 登 セ 学 文 為 致 不 申 侯 市 ハ 、 拙 関 様 之 愚 鵠 … 一 龍 成 候 て ハ 京 地 之 寺

役 勤 兼 候 関 、 幼 少 よ り 京 地 之 守 役 見 習 と よ ミ 切 も 、 四 声 清 濁 も 不 分 検 へ ハ 、 甚 残 念 な る 事 ニ 存

候 、 何 卒 々 々 … 日 も は や く 樽 整 セ 可 被 下 候 、 尤 右 京 分 者 病 気 ニ 侯 ヘ ペ 京 地 之 寺 役 ハ 勤 兼 可 申

と 奉 容 候 問 、 右 京 ハ 其 地 … 一 間 御 経 四 書 五 経 手 管 専 一 ニ 者 致 、 学 文 ハ 其 上 之 事 … … 御 鹿 侯 、 当 分 拙

憎 之 留 主 居 為 相 動 、 追 宿 御 登 セ 奉 願 候 、 乍 宮 署 末 申 上 候 、 松 木 七 右 衛 門 様 、 盛 兵 之 助 様 、 別 記 御

通 着 申 候 問 、 乍 梅
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苦 労 被 成 下 恭 奉 存 候 、 猶 又 在 町 御 門 徒 衆 へ も 可 然 様 御 致 意 被 成 可 被 下 候 、 何 事 も 難 尽 筆 紙 返 し 、

後 使 之 節 可 申 遣 候 、 右 芳 申 上 度 如 斯 ニ 御 座 候 、 恐 憧 謹 言 、

五 月 廿 八 日 西 教 寺

御 門 徒 中 様

追 啓 、 各 様 方 へ 当 住 寺 よ り 書 状 遣 し 申 筈 ニ 候 得 共 、 此 度 伊 勢 之 御 能 化 御 死 去 ニ 而 急 々 讃 州 へ 被

参 候 ニ 付 、 書 状 遣 し 不 申 候 問 、 拙 よ り 冥 加 筆 申 上 候 様 被 申 候 、 此 度 ハ 夏 中 醇 学 用 故 別 書 母 方 へ

遣 し 不 申 候 、 宜 々 御 致 意 被 成 可 被 下 候 、 次 分 の 事 も 達 者 ニ 候 哉 、 御 心 得 頼 入 候 、 巳 上 、

五 月 廿 八 日 西 教 寺

御 門 徒 中 様 智 観

2
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③
 

東 本 願 寺 御 絵 所 会 所 銀 子 受 領 覚 書 〔 二 七 三 八 〕林 鐘 五 日

覚

一 、 元 碍 光 院 様 壱 幅

御 絵 代 弐 拾 目

右 之 銀 子 儲 ニ 令 落 手 候 、 巴 上 、

林 鐘 五 日 御 絵 所

会 所 ( 印 )

奥 州

西 教 寺 殿

21
 

〔二 O 五 八 〕御 絵 伝 御 礼 書

御 絵 伝 御 礼

一 、 壱 貫 四 百 四 拾 八 匁 七 歩

一 、 五 百 八 拾 四 匁 、 御 絵 代

一 、 三 百 九 拾 五 匁 五 歩 五 リ ン 、 御 表 具 代

一 、 八 匁 六 歩 、 当 座 御 礼

一 、 弐 拾 目 、 願 上 之 時 役 人 衆 へ

て 問 、 御 免 之 時 役 人 衆 へ

一 、 問 、 御 箱 頂 戴 同 断 、

一 、 拾 匁 、 御 染 筆 御 礼

〆 弐 貫 五 百 六 目 八 歩 弐 リ ン

三 百 目 、 是 者 両 り ん と う 三 ツ 具 足 、 お っ く へ と も ニ 、

惣 〆 弐 貫 八 百 六 目 八 歩 五 リ ン

此 金 四 拾 ，九 両 拾 三 目 八 歩 二 リ ン

但 シ 両 替 五 拾 七 匁 替 ニ て 、



過
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無 碍 光 院 様 縛 札 書 上

光 碍 光 院 様 御 礼

一 、 弐 百 七 拾 弐 匁 七 分

一 、 五 匁

一 、 弐 捨 吉

一 、 九 拾 九 想 問 分

一 、 十 八 ・ 九 匁 計

関

r
側側、 二 八 〕 ①

当 麗 御 礼

御 総 代

御 表 具 代

顛 上 ケ 時 役 人 衆 へ

御 免 之 時 役 人 衆 へ

一 、 開 御 箱 頂 戴 之 時 間 断

一 、 五 匁 御 染 筆 御 礼

〆 四 百 五 拾 九 匁 壱 分

此 金 八 同 一 一 一 匁 壱 分

両 替 五 拾 七 匁 壱 分

2
3
 

絵 代 覚 書

絵 代 党

一 、 五 百 八 十 四 匁

一 、 西 宮 入 拾 四 匁 八 分

一 、 四 百 八 匁 大 分

表 具 代 覚

一 百 九 拾 四 匁 五 分 五 腫

〔 二 七 回

上
中
な ミ

'" 

一 、 き ん ら ん




